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▲た$もろこし ノ心ノ「パイプ」コレモ舶來モノデアルガ先ブ？もろ乙し(玉雪)ノ果德ノ心ヲー吋パカリ 
- i 切リ髓部ヲ中心ニシー7*二分位豆(穀粒)ノ极ノ處ヲ殘シテ.垂值一一切リ落シ髓部ヲ「パイブ」ノ底ニナル丈殘 
シテ皆剔出シ乾燥サ セタモ ノニは ZL ね竹デ柄ヲ ツケ 〆 、好事家ハーツ試 ミ テハ如何、は Z - ね竹ノ代リ-!乙しだ 
_ デモ使へバ更一一妙デアグ 

▲的 alicologist 卜云フ言葉ハ餘リ普通/字引-1ハ見當ラヌ然シ何-ーモ新シイ字面デハナイガ此レハ楊柳即チ 
やなぎ類ノ專門硏究家ノ事デアグ我邦デハ種々ナル植物ヲ硏究シツ、アグ間-一時々柳ノ種類二出會フテ他ノ植 
物トー'樣一一之ヲ硏究ス 〆 人ハアレドモ尙未ダ所謂「サリコロギスト」ノ資格ア 〆 モノハー人モ見當ラヌ古來歐洲 
人デハ F. \ Vimmek ダ ノ N . J. Akdekssox ダ ノ G . F. Hoffmann ダ ノ又ハ F. B. White ナドガ此 1.ナリコ 
ロギスト」即チ楊柳學者デアル 

▲「フラヴオ IAJ 卜云フ語ハ每々東京大學理科大學植物學敎室ノ柴田桂太博士カラ聞カレ，シ又坊間 一 ー テハ 
「敎育晝報」ヤ「高山植物」ヤ講演會ナドデ武田久吉博士ガ時々使用サレタノデ或人カラ其字ヲ聞カレタコトガ 
ア，佘ハ生理ダノ組織ダノヽ方面一ーハ陳紛漢ダガ多分「フラ、ヴォ-ン J ハ savoue ノ事デア p ゥト思フ 
▲絍婦 嘔吐 (惡阻、つは 9) ノ藥ハ先グナイト云フタヨイガ筒井醫學博士ハ其著「臨床醫典」一-;半夏浸」ノ使 
用ヲ示シテ居广半夏ハからすびしゃく ノ事デア，浸ハ其浸劑デア广、余ノ友人藥劑師淸水藤太郞君ノ說一ーヨ 〆 
卜甚ダ有効デア 〆 トノ事デア 〆 

〇津輕卜秋田トノ重要ナル野生蔬菜 

靑森縣 佐藤耕次郞 

自分 ハ學者デモ專攻家デモナイ只本州ノ果ノー隅デ林檎ヲ栽培' y 傍ラ植物-一趣味ヲ持ツーノ百姓デアル商賣 
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、ノ值接間接-一野外植物-ーモ親シマネバ ナラ ヌノデ其レ ガ終二離 〆 ベ カラ ザル唯ー ノ 趣味 トナッテ，シマッタ其 
V 11先年牧野先生 カラ 科學ノ爲メ地方ノ爲メ又趣味ノ爲メニ 其方 面ノ學問思想ヲ涵養スグガヨ イト申 サレ タ 
ノデ植物趣味 ハ 此 - j 1層刺擊 セラ レ タ其前カラ 自分ハ鄕里地方ノ野生食用植物ヲ少シ計リ 調べテ地方 ノ或雜 
誌-1一寸掲載シーブ見夕其趣意ハ單-一野生植物ヲー時ノ食用-一俱ス 〆 卜云フ バカ リデハナク或種ハ其レヲーノ 
菌藝蔬菜 トシ テ栽培植物ノ仲間入ヲサ セタイ爲メト 其 レカラ 此 地方 ノ人々二名稱ノ訛ッタ此等植物ノ正名ヲ 
覺エサセ タイ 爲メデアッタ元來津輕卜秋 田トハ 奧羽ノ邊陬地デ動植物ノ名モ頗ル訛 ッーグ 居リ又訛 ラナ クトモ 
方言 ハ雜多デ他 地方 ノ人々 -1 ハ 其何物 ダカ ー向解ラヌモノ ガ多イソ シテ其等ヲ統ースル爲メ此 地方 ノ人々一 I 
眞正ノ和名ヲ是非記憶シテ居テ貰ヒタイノ■デアグ 

g ノ津輕卜羽後ノ秋田トノ地方人ガ野外—需ム，蔬菜ハ實一一多ク其第一位ハ農學上ノ所謂葉菜類デ俗一二言フ 
靑物ノ類デア，他府縣人ガ見 テコ ンナ雜草ガドウ シテ食ハレ ヤクト思フ草モ此地方デ、ノ重要 ナ 蔬菜 トナ ッテ市 
場-1出サレ，之 レ ガ爲メ山-1靑物採リノ數ハ年々殖 H 春季11 於 テ 靑物卜 云へバ直チ11 此野生 蔬菜 ヲ指ス 位デア 
，其 レ デ此節ニハ此野生蔬菜ノ爲メ園藝蔬菜/壓到サレ ーグ 了フ景況デアル、次-1其 中 11就ク重ナグモノデ餘？ 
他府縣人-一知レ度ラヌ品 ヲ數種 紹介 シナ 見ヤウ 

(一) L ほ -tr Smilax hel.bacea L . var . nipponica maxim . (ゆ.〇,科) 

方言ヲをで卜云フガ多分しほでノ轉訛デアラウ高サ數尺, | 及ブ多年生ノ蔓草デ比較的陰處ヲ好ムモノデアル普 
通山腹ナドノ藪地、山路ノ傍、山林ノ外部ナドノ土質ノ膨軟ナ處一一良品ヲ得 〆 ノデアルニ 尺 未滿ノ嫩莖ヲ手折 
ッテ賣品トスルガ太ク軟カナモノガ尙パル、此草ハ雌雄異株デ花ハ葉腋カラ出夕長梗上一一織形茈序ヲナシニ十 
個內外ノ 小花 ヲ有スル.葉 ハ 互生シ柔軟 デ 卵形ヲナスガ中-1ハ長ミヲ有シテ葉先ノ銳尖ナルモノモアル 何レ 乇數 
條ノ縱 脈 ヲ有スル fE 葉 ハ 卷鬚卜化 シー ブ 他物 二纏絡スル食用二供ス厂モノ ハ 其葉形ノ 如何ハ 敢-ブ 問 フ听 デナイガ 
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圖 )( 牧野富太郞氏--據ル〕 但シ其一變種ナ 〆 たち 
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當時二於テ第一位ヲ占 

ム火ノデア 〆 大正六年ノ相揚ペ津輕デ十本束ネー把五錢デアッタ唯產額ノ少ナイノハ遺憾デアル此草ヲ培養シ 
テ良品ヲ作リタイト目論ム人モ少クナカッタガ今デハ少數乍ラモ宅地ヤ畑ノ生垣ノ根本ナドニ植付ケープ居，人 
モア 〆 膨軟ナ土質ヲ好ム草ダカラ畑ノ生垣ノ根本ヲ耕起シテ肥培.シタナラパ立派ナ蔬菜トモナリ又土地ノ經濟 
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. 津輕卜秋田トノ重要ナル野生蔬菜_ _______________________ 

上甚ダ有益ナモノトモナ 〆 況ヤ此レニ軟白法ヲ施スナラバ優11園藝作物ヲ凌グニ相違ナイト思フ 

〔食法〕嫩苗ヲ沸湯二投ジテ少時間蝶デ後適宜一一切斷シテ專ラ浸物トナスコトわらびナドヽ同ジイ、又刺身ノ 

添物-ーモ賞用スル、又鹽漬トスルコトモア 〆 

( 二 ) か $ も〇.さら Cacalia farfaraefolia SIEE. ET Zucc. C きく科 ) 

方言ヲぼんな卜云フガ蓋シ盆菜ノ意力前種卜共一一昔カラ菜食二賞用セラン來タモノデ此レーー靑菜卜赤菜ノニ品 
ガア 〆 ガ固ヨリ同種ノモノデ靑菜ノ方ガ最モ普通デアル陰地ヲ好ム多年生草本デ山林內一一能ク生ズ，ガ然シ近 
山ヨリモ深山-1良品ヲ產シ殊一一十和田湖畔ノ森林_|發生ス，モノヽ如キハ高サ六尺一一超エ葉モ多クハ幅ガー尺 
餘二達ス,此草ハふき卜同性ノモノ1ブ深山程大形ノモノガ多イ特一一彼ノふき/如キハ十和田湖畔ノ山々並|一 八 
甲田山櫛ケ峯/連山又岩木山アタリニ產ス，モノハ傘大ノ葉ヲ有シ別一一秋田ぶきノ名ガ附イテ居 〆 一體ふき、ノ 
全國珍シクナイ草ダガ以上/山々二產ス 〆 モノデ其葉柄ノ孔一一干鯡ノ三本束ネガ樂二入，モノナドヲ目前二出 
シタラ誰乇其珍奇ナノーー驚クデアラウ此かうもう3うノ如キモアノ樣ナ大形ノモノヲ見セタ_ラ何人モビックソ 
ス 〆 -1違ヒナイ、かうも63うヲ食膳一一上ボスコトパ普通ノ本一ーハ見エナイカラ恐クハ吾地方ノミ之レヲ食フ 
ノカモ知レナイ尤モ吾地方デアレパコソ普通二近山，ーモ見ルガ元來ガ所謂高地性ノ植物デア 〆 カラサウ容易一一 
ハ得ラレナイデ從テ日常ノ食物トハ爲シ得ナイ/デアラク松材博士 ノ植物名鑑ニハ其產地トシテ信州ノ駒岳、 
同八ケ岳、駿州ノ富士山、加州ノ白山ノ諸高山ガ擧ゲラレテア 〆 、かうもう S うノ名ハ其葉形ニヨッテ與へ■ラ 
レタモノデ略ポ三角形ヲナシタ葉て li 蝠ノ飛ブ狀二類シテ居 〆 花>>秋一一開キ筒狀花ヲ多數二著ケテ餘リ著シク 
ナイ、此レニ類似シク草デ y 2 まぶき卜云フモノ、ガアッテぼんなだまし又ハうをぼんなナドノ方言ヲ有ス 〆 里人 
之レヲかうもう3う卜間違へテ採食シ甚ダシイ腹痛ヲ催ス者年一ーニ三人ハ必ズアグト/事デアル、かう名63 
う：需用乇產額モ豐富デ各地カラ產出スパガ栽培シテアルコトハ未ダ見聞シナィ大正六年ノ相場ハ十本束一把 
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一 錢位デアツタ 

〔食法〕專ラ浸物トス V 是ンハ莖部ヲ主トシ テ 用キ堞デタ莖ヲーニ寸二切斷シ葸一ーソンヲ裂キ割グ、味 pf 汁卜 
ナスーーハ嫩葉ノ附着シク梢ノ部ガ多ク用ヰラル、、殆ンド春時/常食品デアグ 

(.三) ね滚が 9 だけ Sasa paniculata masno etGOHIBATA. ( 禾本科 ) 

陸奥ノ津輕デ筍卜云へパ單-一此筍ヲ謂フノデアグ吾地方ハ竹ノ類少ナク郊外一一自生スダ竹ハ先ブ 3 、類デ其ン 
モ僅力三四種ア，二過ギナイー旦山二入レバ食用二俄ス火筍ヲ生ズ，モノ三種アッテ其レガ夥シク繁，爲メ年 
々多量ノ產額ガア，其第ーハ即チねまがうだけデアグ此レノ繁茂ス，藪ハ海拔二千尺內外ノ山地-一至レバー帶 
一ーアル其レデ土地ノ農夫等ハ六月ノ央頃揷狹ヲ終へテ直チーー或::早獨デ日歸リニ或ハ圑體デ山中二小屋ヲ摇へ 
泊リガヶデ多量ノ.筍ヲ採ッテ來ル其方面ク津輕デハ八甲田山櫛ヶ峯方面ノ深山又一方ハ岩木山及ビ岩木川上流 
ノ深山等デア，、筍ハー尺內外ノモノヲ折リ取ルノダガ季節ガ遲レテ筍ガ伸長ス，トニ三尺-ーナッタモノ、 梢 
先キヲ折ッテ來ル筍ノ味ハまうをうちく、はちく等ノ筍ヨリ良好デアル釋ハ高サ數尺ヲ出デ其根本ハ著シク彎 
曲シテ居，カラねまがうだけノ名ガア，极本ノ他ハ眞直デ節ガ高クナイカラ樣々ノ用途ガアグ或ハ竹垣二或ハ 
桶ノ箍或- >'» 細裂シテ手籠、笊ノ類等ノ細エニ用ヰラ 〆 、此竹ノ變種一一めくまざ、即チ<1写.其§目^口 
ET SHSATA •卜云フノガア，多ク近山-一產シ筍ハ小形ダガ風味ハ却ッテ優リ而カモ春早ク市場一一出サレ 〆 ノデ 
是レ亦能ク人-一知レ度ッテ居 〆 然シ產額てズット少ナイ此-一、ノ 3 \たけの乙ノ方言ガアグ 
〔食法〕先ゾ箨ヲ剝ギ除キーニ寸ノ長サーー輪切トナシ味 pt 汁一一入レテ長時間煮沸シ其レニわかめヲ投ジーグ味ヲ 
附ス之レヲ窃汁卜呼ブノデアル、又縱 -! 細カク切リテ豆腐ヲ入レ油デ煮テけんちんトスル、又水煮-ーシタ，モ 
ノヲ節ヲ切リ捨テ、縱切ニナジ置キ酒卜鹽トヲ加味シク米飯-一入レ押シ黯ヲ造グ、其他ノ食法ハー般ノ荀料理 
卜同ジコトデア 〆 、大正六年/相場 r : 津輕デ百本十錢デアッタ ハまき 

津輕卜秋田トノ重要ナル野生蔬菜 




















